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（12月定例会）
　12月定例会を６日に開催しました。町長・教育長報告には多くの質問がありまし
た。
　一般質問には３人が登壇し、町政を問いました。
　蓬前議長の議員辞職により議長・副議長の選挙を行いました。
　平成30年度補正予算等、議案７件・議員発議１件を審議し、いずれも全員賛成で
原案のとおり可決し閉会しました。

議
　
長
　
井
下
　
良
雄

副
議
長
　
浜
口
　
敏
夫

円
滑
な
な
か
に
直
島
ら
し
さ
を

　

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、議
長
の
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
・
無
知
蒙
昧
の
身
で

あ
り
ま
す
が
、
円
滑
な
な
か
に
直
島
町
議
会

ら
し
い
運
営
を
心
が
け
、
町
発
展
に
力
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
・
町
執
行
部
、
そ
し
て
町
民
皆

さ
ま
方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
の
さ
ら
な
る
発
展
・
活
性
化
を

　

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

井
下
新
議
長
を
支
え
、
補
佐
し
、
町
執
行

部
と
と
も
に
直
島
町
が
さ
ら
に
発
展
・
活
性

化
し
て
い
く
よ
う
、
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
し
ま
す
。

井下 良雄 議長

浜口 敏夫 副議長

　

蓬
前
議
長
の
議
員
辞
職
に
と
も
な
い
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
井
下
良
雄
議
員
・
副
議
長
に
浜
口
敏
夫
議
員
を
い
ず
れ
も
満
票
で
選

出
し
ま
し
た
。

常
　
任
　
委
　
員
　
会

議
会
運
営
委
員
会

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会

議
会
選
出
監
査

玉
野
市
・
直
島
町

連
絡
協
議
会

議
会
事
務
局

特
別
委
員
会

◆
総
務
・
文
教

　

委
員
長　

石
川　

知
久

　

副
委
員
長　

西
岡
裕
喜
広

　

委　
　

員　

丸
山　

義
朗

　
　

 

〃 　
　

浜
口　

敏
夫

　

委
員
長　

西
岡
裕
喜
広

　

副
委
員
長　

丸
山　

義
朗

　

委　
　

員　

�

正
副
議
長
を
除

く
議
員
５
人

　

議　
　

員　

井
下　

良
雄

　

委　
　

員　

小
野　

孝
一

　

理　
　

事　

井
下　

良
雄

　
　

 

〃 　
　

浜
口　

敏
夫

　

委　
　

員　

他
議
員
７
人

　

局　
　

長　

植
田　

圭
一

　

事
務
員　

平
川　

理
恵

◆
町
活
性
化
対
策

　

委
員
長　

西
岡
裕
喜
広

　

副
委
員
長　

松
島　

俊
雄

　

委　
　

員　

他
議
員
７
人

◆
広
報
編
集

　

委
員
長　

丸
山　

義
朗

　

副
委
員
長　

石
川　

知
久

　

委　
　

員　

西
岡
裕
喜
広

　
　

 

〃 　
　

浜
口　

敏
夫

　
　

 

〃 　
　

小
野　

孝
一

　
　

 

〃 　
　

山
下　

玲
子

　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

議　
　
　

長

◆
経
済
・
民
生

　

委
員
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小
野　

孝
一

　

副
委
員
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中
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成
〉
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小林町長

１度
聞いてみたい

町長報告

◦９月１日　第16回直島の火まつりが開催されま
した。
◦９月９日　第18回健康福祉まつりが開催されま
した。
◦９月28日　町と県の意見交換会に県の政策部長
が来庁されました。
◦10月12日　玉野市・直島町連絡協議会が開催さ
れました。
◦10月26日　香川大学の教授が来庁され、町と大
学との連携協定について説明を受けました。
◦11月９日　第35回中学校１日議会体験学習が開
催されました。
◦11月13日　三重県町村会一行が行政視察に来庁
されました。
◦11月27・28日　三菱マテリアル本社、三菱マテ
リアルテクノ本社、総務省及び国土交通省を訪
問しました。
◦11月30日　県知事・県議会議長への要望及びトッ
プ政談会が開催されました。

（主なもの）

研修施設
どうなった

予
算
確
保
を
要
望

Q
（
小
野
）
四
国
港
湾

協
議
会
意
見
交
換
会

で
、
町
に
関
係
の
あ
る
こ
と

が
あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
港
の
岸
壁

や
浮
桟
橋
の
老
朽
化

対
策
で
予
算
確
保
を
要
望
し

た
。

直
島
を
元
気
に

Q
（
浜
口
）
直
島
塾
の

活
動
内
容
は
。

主
な
質
疑

修理途中の宮浦港遊漁船桟橋

A
（
町
長
）
若
い
方
が

直
島
を
元
気
に
し
よ

う
と
立
ち
上
げ
た
と
思
う
。

　

今
回
は
主
に
移
住
者
の

方
々
が
集
ま
り
、
福
武
氏
と

の
「
語
る
集
い
」
が
行
わ
れ�

た
。ど

う
な
る
研
修
施
設

Q
（
石
川
）
ベ
ネ
ッ
セ

の
社
長
が
来
ら
れ
た

よ
う
だ
が
、
研
修
施
設
建
設

の
話
は
な
か
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
以
前
、
一

時
中
断
し
た
い
と
話

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
聞
い
て
い

な
い
。一
度
聞
い
て
み
た
い
。

ど
う
な
る
有
効
活
用

Q
（
小
野
）
マ
テ
リ
ア�

ル
本
社
を
訪
問
し
て

い
る
。
今
年
は
マ
テ
リ
ア
ル

に
と
っ
て
大
変
な
年
だ
っ
た

と
思
う
が
、
何
か
話
が
あ
っ

た
か
。

A
（
町
長
）
あ
い
さ
つ

に
行
っ
た
。
豊
島
の

処
理
施
設
を
解
体
し
て
い
る

が
、残
す
部
分
の
有
効
活
用
を

ど
う
す
る
の
か
と
話
を
し
た
。

実
地
検
査
と
は

Q
（
山
下
）
会
計
検
査

院
に
よ
る
実
地
検
査

と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

A
（
町
長
）
国
か
ら
の

補
助
金
で
工
事
等
を

行
っ
た
も
の
に
対
し
て
、
目

的
に
そ
っ
た
事
業
が
さ
れ
て

い
る
か
調
べ
る
も
の
だ
。

医
療
従
事
者
の
確
保
を

Q
（
丸
山
）
県
知
事
・

県
議
会
議
長
へ
ど
ん

な
要
望
を
し
た
の
か
。

A
（
町
長
）
各
町
共
通

の
も
の
と
し
て
、
全

市
町
が
イ
ノ
シ
シ
対
策
で
苦

慮
し
て
い
る
の
で
、
鳥
獣
被

害
対
策
の
強
化
を
考
え
て
ほ

し
い
等
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
乳
幼
児

医
療
の
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
、
離
島
の
医
療
従
事
者
、

医
師
・
看
護
師
が
不
足
し
て

い
る
の
で
確
保
し
て
ほ
し
い

等
を
要
望
し
た
。
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教育長報告

原教育長

専門家の
力は有効

外国人に女文楽を説明

◦９月８日　県内ＡＬＴ交流会が開催されました。
小・中学生、教員他、計36人が参加しました。
◦９月18日　人権・教育講演会が開催されました。
「嬉しいことばが自分を変える」の演題で好評で
した。
◦10月22日　定例教育委員会が開催されました。議
題は①園児募集の結果②就学指導委員会③学校運
営協議会規則（案）④中学校１日議会体験学習⑤
関係予算の編成等についてでした。
◦11月６日　東部教育長会が開催されました。内容
は①認定申請書の提出②調査・勤務評定③加配要
望④生徒指導諸課題等についてでした。
◦11月９日　就学指導委員会が開催されました。状
況説明や情報交換、特別支援教育のあり方等につ
いて議決しました。
◦11月10日　体育協会主催のスポーツ教室が、ミズ
ノ㈱の指導者３人を迎え、午前・午後に分かれて
実施されました。
◦11月12日　へき地教育に関する人事および予算に
ついて要望の会が開催されました。
◦11月20日　元ＡＬＴのアンジェラ先生他が来庁し
ました。海外研修事業の謝意を伝え、直島で交流
する可能性について話がありました。

（主なもの）

女
文
楽
に
驚
き

Q
（
山
下
）
女
文
楽
を

観
た
外
国
人
の
感
想

は
。A

（
教
育
長
）
異
国
の

初
め
て
触
れ
る
文
化

で
、
女
性
だ
け
で
や
っ
て
い

る
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
感

じ
て
い
た
。

来
年
度
の
入
園
予
定

Q
（
石
川
）
31
年
度
の

園
児
募
集
の
結
果
と

主
な
質
疑

スポーツ教室の
感想は

A
（
教
育
長
）
子
ど
も

た
ち
の
表
情
や
様
子

か
ら
満
足
が
伺
え
た
。
専
門

家
の
力
は
有
効
だ
。

イ
ギ
リ
ス
と
の
交
流

Q
（
西
岡
）
リ
バ
プ
ー

ル
の
子
ど
も
た
ち
と

直
島
で
交
流
す
る
企
画
の
内

容
は
。

A
（
教
育
長
）
あ
く
ま

で
も
可
能
性
の
話
で

あ
り
、
ま
だ
そ
の
段
階
で
は

な
い
。

楽しかったスポーツ教室

割
合
は
。

A
（
教
育
長
）
前
年
度

と
同
程
度
だ
。

待
遇
改
善
を
要
望

Q
（
西
岡
）
へ
き
地
教

員
の
待
遇
改
善
要
望

と
は
。

A
（
教
育
長
）
家
賃
の

個
人
負
担
軽
減
を
要

望
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
感
想
は

Q
（
小
野
）
ミ
ズ
ノ
の

指
導
者
を
迎
え
て
参

加
者
の
感
想
は
。
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　11月15・16日の両日、合同常任委員会を開催し、各
課からの現状・事業等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

総 務・文 教

経 済・民 生

石川�委員長

〔
総
務
課
〕

台
風
警
戒

○�

９
月
30
日　

台
風
接
近
に

伴
い
水
防
本
部
を
設
置
。

７
月
豪
雨
で
の
崩
落
箇
所

が
再
度
崩
れ
た
。

Q
　

２
つ
の
特
別
会
計

を
廃
止
す
る
予
定
と

の
こ
と
だ
が
、
理
由
は
。

A
　

32
年
度
末
ま
で
に

経
営
戦
略
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
廃
止
を
考
え
て
い
る
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

○�

９
月
16
日　

か
が
わ
島

小野�委員長

〔
住
民
福
祉
課
〕

○�

10
月
４
日　

敬

老
会

○�

10
月
29
日　

障

が
い
者
社
会
見

学

〔
建
設
経
済
課
〕

○�

10
月
24
日　

四
国
港
湾
協

議
会
意
見
交
換
会
に
出
席
、

ま
た
国
土
交
通
省
他
を
訪

問
し
、
港
湾
事
業
に
お
け

る
予
算
確
保
を
要
望
し
た
。

分
譲
の
時
期
は

Q
　

積
浦
の
宅
地
分
譲

は
、
い
つ
頃
か
。

A
　

来
年
の
４
月
１
日

か
ら
売
却
と
考
え
て

い
た
が
、
開
始
時
期
は
相
談

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○�

11
月
14
日　

直
島
分
水
管

更
新
工
事
の
工
事
期
間
及

び
工
法
等
に
つ
い
て
玉
野

市
と
協
議

上
下
水
道
の
料
金
は

Q
　

消
費
税
が
上
が
る

予
定
だ
が
、
上
下
水

道
の
料
金
は
ど
う
な
る
。

A
　

消
費
税
の
ア
ッ
プ

分
だ
け
上
が
る
。
水

の
単
価
は
今
の
ま
ま
の
料
金

だ
。

分譲に向け工事中

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
が
高

松
で
開
催
さ
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
島
の
Ｐ
Ｒ
を

し
た
。初

め
て
参
加

○�

11
月
11
日　

香
川
県
の
移

住
フ
ェ
ア
が
大
阪
で
行
わ

れ
、
県
内
12
市
町
と
共
に

初
参
加
し
た
。
相
談
件
数

は
９
件
だ
っ
た
。

〔
教
育
委
員
会
〕

Ｅ
Ｇ
Ｇ
が
交
流
会

○�

９
月
８
日　

な
お
し
ま
Ｅ

Ｇ
Ｇ
が
県
内
に
新
し
く
赴

任
し
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
招
待

し
、
直
島
の
紹
介
や
ゲ
ー

ム
等
で
盛
り
上
が
り
、
有

意
義
な
会
と
な
っ
た
。

ミ
ズ
ノ
の
協
力
を
得
て

○�

11
月
10
日　

体
協
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
。

ミ
ズ
ノ
㈱
の
指
導
者
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
運
動
の
基
本
動
作
を

取
り
入
れ
た
基
礎
体
力
づ

く
り
を
め
ざ
す
運
動
に
、

小
学
生
49
人
の
参
加
者
は

楽
し
く
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

参
加
者
が
減
っ
た

Q
　

社
会
見
学
の
参
加

者
は
、以
前
よ
り
減
っ

て
い
る
の
か
。

A
　

日
程
の
都
合
が
つ

か
な
か
っ
た
の
か
、

以
前
参
加
さ
れ
て
い
た
方
が

少
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
し
く
参
加
さ

れ
た
方
も
い
た
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
平
成
30
年
４
月
～
10
月
）

○
外
来
患
者�

８
７
９
７
人

○
入
院
患
者�

９
２
１
人

○
時
間
外
救
急
患
者

�
３
０
８
人

○
泌
尿
器
科
外
来
患
者

�

１
７
９
人

かがわ島フェスタでＰＲ
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一

般

会

計

　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
２
１
０
万
円
を
追
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
40
億
３
６
６

８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
地
方
交
付
税

�

　

３
８
０
０
万
円
追
加

◦
県
補
助
金

�

　

４
１
５
０
万
円
追
加

◦
繰
越
金

�

　

２
１
５
７
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦�

認
定
こ
ど
も
園
費
（
幼
児

学
園
エ
ア
コ
ン
設
置
設
計
）

�

１
３
０
万
円
追
加

◦�

港
湾
管
理
費
（
直
島
港
公

有
水
面
埋
立
免
許
申
請
書

作
成
）�

４
７
４
万
円
追
加

◦�

港
湾
建
設
費
（
宮
ノ
浦
地

区
地
震
津
波
対
策
工
事
）

�

７
１
２
１
万
円
追
加

◦�

学
校
給
食
費
（
給
食
セ
ン

タ
ー
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
）

�

１
２
０
０
万
円
追
加

（
主
な
質
疑
）

Q
（
石
川
）
直
島
港
公

有
水
面
の
埋
立
て
面

積
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

延
長
１
１
０
メ
ー
ト

特

別

会

計

診
療
所
事
業

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
入
院
収
入

�

１
０
０
０
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦�
医
業
費
（
点
検
検
査
手
数

料
）�
２
０
０
万
円
追
加

Q
（
浜
口
）
入
院
収
入

に
１
０
０
０
万
円
の

補
正
追
加
の
内
容
は
。

A
（
事
務
長
）
入
院
患

者
が
当
初
１
日
あ
た

ル
、
幅
３
・
５
メ
ー
ト
ル
程

度
だ
。

条
　
例

表　彰

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の

�

全
部
改
正

　

現
行
の
条
例
で
は
、
受
益

者
か
ら
徴
収
す
る
分
担
金
の

減
額
や
免
除
等
の
規
程
が
な

い
た
め
、
条
例
全
体
を
見
直

し
、
町
民
の
負
担
を
軽
減
す

る
条
項
を
明
記
す
る
な
ど
の

改
正
を
す
る
も
の
。

　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
に
対
し
、
丸
山
議
員
・
小
野
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

り
２
・
６
人

と
見
込
ん
で

い
た
が
、
9

月
末
で
は

４
・
６
人
に

増
え
て
い

る
。
１
人
あ

た
り
の
医
療

費
単
価
も
増

え
て
い
る
。

宮ノ浦地震津波対策工事の予定場所

平成30年度　予算補正

自
治
功
労
で
表
彰

小野��議員

丸山��議員

蓬議員、長い間
　　お疲れさまでした

　

お
礼

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

佳
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、私
は
、昨
年
十
一
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
直
島
町
議
会
議
員
を
辞
職
い
た
し

ま
し
た
。初
当
選
以
来
、六
期
二
十
四

年
に
亘
り
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、「
町
立
診
療
所
」
の
建

設
を
は
じ
め
、「
海
の
駅
」「
レ
フ
ァ

シ
ー
ド
直
島
」
の
誘
致
、「
県
営
・

町
営
住
宅
」、さ
ら
に
は
「
直
島
ホ
ー

ル
」
の
建
設
な
ど
、『
直
島
町
百
年

の
計
』
と
も
言
え
る
大
き
な
事
業
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
七
月
か
ら

の
二
年
間
、
全
国
町
村
議
会
会
長
を

務
め
、
政
権
幹
部
に
対
し
「
道
州
制

導
入
反
対
」「
東
日
本
大
震
災
早
期

復
興
」「
地
方
創
生
」「
地
方
交
付
税

確
保
」
な
ど
、
微
力
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各
位

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
、
重

ね
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
直
島
町
の
今
後
益
々
の
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

　

長
い
間
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

蓬
　

清
二
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一 般 質 問

町政を問う
３人が登壇し町政を問いました。
（質問者の責任において作成しています。）

〔
町
長
〕
体
制
の
維
持
・
発
展
に
努
め
る

老
老
介
護
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

　

老
老
介
護
・
認
認
介
護
が

増
加
し
て
お
り
、
社
会
的
な

問
題
で
あ
り
、
大
き
な
課
題 西岡�議員

で
あ
る
。

　

在
宅
介
護
の
半
数
以
上
が

老
老
介
護
・
認
認
介
護
と
い

う
現
実
が
あ
り
、
介
護
を
す

る
高
齢
者
は
、
心
身
と
も
疲

れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
病
気

や
事
故
・
事
件
等
の
心
配
が

あ
る
。

　

介
護
を
受
け
て
い
る
方

は
、行
政
の
対
応
が
あ
る
が
、

介
護
者
に
対
す
る
支
援
等
が

な
い
の
が
現
状
だ
。

　

そ
こ
で
、
例
え
ば
介
護
者

が
病
気
等
で
数
時
間
の
外
出

が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
業
務
・

買
い
物
の
代
行
業
務
な
ど
、

町
独
自
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
等

対
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
高
齢
化
す

る
介
護
者
へ
の
負
担

の
増
大
は
、
全
国
的
に
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
当

町
で
は
、
介
護
の
中
心
的
な

拠
点
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
活
動
は
個

別
事
例
の
ケ
ア
会
議
、
地
域

ケ
ア
会
議
や
運
営
協
議
会
に

お
い
て
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
に
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
役
場
に
相
談
す

る
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
も
広
報
紙
等
で
周

知
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
生
き
が
い
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
生
協
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協

議
会
が
介
護
者
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
、
介
護
難
民
に
な
ら

な
い
よ
う
、
十
分
な
体
制
を

維
持
・
発
展
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

いつまでも元気でおりたいな
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〔
町
長
〕
議
会
三
役
の
了
承
は
得
た

〔
町
長
〕
簡
易
式
据
置
型
の
設
置
か
ら

議
会
に
説
明
と
了
解
が
な
い
が

ト
イ
レ
を
洋
式
に

　

豊
島
産
廃
処
理
は
昨
年
終

了
し
た
。
終
了
の
式
典
も
行

わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
残
存
産

廃
が
発
見
さ
れ
、
追
加
処
理

の
第
２
期
事
業
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

催
事
が
あ
る
日
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
劇
場
ホ
ー
ル
の
女
性

用
ト
イ
レ
前
に
は
洋
式
が
空

く
の
を
待
つ
列
が
で
き
て
い

る
。
膝
痛
・
股
関
節
痛
は
現

松島�議員

山下�議員

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
１
次

処
理
は
綾
川
町
で
２
次
処
理

は
直
島
製
錬
所
で
実
施
と
報

じ
て
い
る
。
発
見
か
ら
処
理

決
定
に
至
る
間
の
経
緯
説
明

は
香
川
県
か
ら
町
議
会
に
対

し
て
説
明
と
了
解
を
求
め
る

場
が
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の

町
民
に
対
し
て
の
経
過
説
明

を
求
め
る
。

A
（
町
長
）
９
月
18
日

に
香
川
県
が
豊
島
廃

代
病
で
も
あ
り
、
洋
式
で
な

い
と
で
き
な
い
人
も
多
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
ほ

と
ん
ど
の
家
庭
が
洋
式
で
あ

り
、
そ
れ
に
慣
れ
て
い
る
。

　

現
行
の
女
性
用
ト
イ
レ
は

洋
式
１
和
式
３
、
男
性
用
は

洋
式
１
和
式
２
で
あ
る
。
男

女
共
に
和
式
を
１
つ
に
し

て
、
そ
の
他
は
洋
式
に
し
て

は
ど
う
か
。

一般質問つづき

棄
物
等
の
処
理
に
つ
い
て
、

説
明
に
来
庁
し
た
。
議
会
か

ら
議
長
・
副
議
長
・
活
性
化

対
策
特
別
委
員
長
が
出
席

し
、
県
の
説
明
に
つ
い
て
、

議
会
代
表
も
了
承
し
た
。
そ

の
後
香
川
県
か
ら
議
会
対
応

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

が
、
議
会
に
は
議
長
か
ら
説

明
し
て
お
く
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
質
問

は
議
会
内
部
で
処
理
さ
れ
る

べ
き
内
容
と
考
え
る
の
で
こ

れ
以
上
の
答
弁
は
控
え
る
。

（
松
島
）
９
月
18
日
に
議
会

三
役
が
出
席
し
、
説
明
を
受

け
た
上
で
了
承
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
と

お
り
議
会
内
部
の
問
題
と
理

解
す
る
。
私
は
活
性
化
委
員

会
副
委
員
長
で
あ
る
が
、
説

明
の
場
を
得
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
議
会
内
部
で
経
緯

に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
。

A
（
町
長
）

福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
完
成
後

約
23
年
が
経
過
し

た
。当
時
は
、和
式

が
多
か
っ
た
が
、

洋
式
へ
と
移
り
変

わ
っ
た
。

　

町
の
公
共
施
設
、

小
学
校
や
中
学
校

な
ど
で
も
洋
式
へ

の
改
良
工
事
を
順

次
施
工
し
て
き
た
。

　

現
在
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

は
８
カ
所
あ
り
、
洋
式
と
和

式
が
10
器
ず
つ
で
あ
る
。
10

器
の
和
式
を
洋
式
に
変
更
す

る
に
は
多
額
の
工
事
費
が
必

要
で
あ
る
が
、
時
代
の
流
れ

で
も
あ
る
の
で
優
先
順
位
を

つ
け
て
施
設
の
維
持
管
理
に

努
め
た
い
。

　

当
面
は
、
簡
易
式
据
置
型

の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。

残存産廃（豊島保管倉庫）

洋式に変えて
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出
生
率
２
・
81
　

　（
平
成
26
年
）

研 修 記

誰でも、いつでもこれる場所（なぎチャイルドホーム）

奈義町で研修

　

今
回
の
研
修
地
は
、
岡

山
県
奈
義
町
。
県
の
北
東

部
に
位
置
し
、
人
口
５
９

４
４
人
、面
積
は
約
69
㎢
、

鳥
取
県
と
境
を
接
し
、北
部

に
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
町
名
の
由
来
と
な
っ

た
那
岐
山
が
有
名
で
す
。

　

特
色
は
、
自
衛
隊
の
日
本

原
駐
屯
地
が
あ
り
、
砲
弾
の

音
が
演
習
場
か
ら
響
い
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
継

承
さ
れ
て
い
る
横
仙
歌
舞
伎

や
、
現
代
美
術
館
な
ど
文
化

と
観
光
の
町
で
す
。

　

奈
義
町
の
取
り
組
み
に
は
、

1
「
若
者
定
住
施
策
」
で
地

元
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
木
造
２
階
建
住
宅
を
整

備
し
、
集
合
住
宅
は
、
ほ
ぼ

満
室
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
景
観
豊
か
な
土
地

を
造
成
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

2
全
国
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
「
子
育
て
支
援
施
策
」

で
す
。

　

出
生
率
が
２
・
81
と
い
う

快
挙
は
、
岡
山
県
第
１
位
で

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。

　

独
自
の
子
育
て
支
援
事
業

に
は
、

①�

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
交
付
事
業
」

　

通
学
費
の
一
部
助
成
を
含

め
生
徒
１
人
あ
た
り
年
額
９

万
円
を
３
年
間
支
給
。

②
「
不
妊
治
療
助
成
事
業
」

　

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た

者
に
年
20
万
円
を
限
度
と
し

て
通
算
５
年
間
助
成
。

③
「
不
育
治
療
助
成
事
業
」

　

不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
者

へ
、
１
年
間
の
治
療
費
等
で

30
万
円
を
限
度
と
し
て
、
通

算
５
年
間
ま
で
助
成
。

④「
妊
婦・乳
幼
児
健
診
事
業
」

　

母
子
手
帳
交
付
時
に
受
診

券
（
無
料
券
）
を
交
付
し
、

母
と
子
（
胎
児
）
の
健
康
確

保
と
経
済
的
負
担
の
軽
減
な

ど
の
子
育
て
支
援
を
図
っ
て

い
る
。

⑤
「
出
産
祝
金
交
付
事
業
」

　

第
１
子
10
万
円
・
第
２
子

15
万
円
・
第
３
子
20
万
円
・

第
４
子
30
万
円
・
第
５
子
以

降
は
40
万
円
を
支
給
。

　

な
ど
23
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

若
い
夫
婦
や
若
者
が
生

活
し
や
す
い
環
境
整
備

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事

業
に
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、

行
政
の
あ
り
方
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、
こ
の
研
修

を
参
考
に
し
て
子
育
て
支

援
事
業
等
に
力
を
入
れ
、

若
者
世
代
が
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

西
岡　

記

子育て支援を
奈義町に学ぶ
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　11月９日、第35回中学３年生１日議会が開催されました。
　15の質問で町政を問いました。再質問も多く有意義な議会体験となりました。
　皆さんに感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上６人の生徒の文を紹
介します。

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記

自分の思いを伝えることができた

自分のできることは率先して

町に関心がもてたことが嬉しい

　今回の議会体験を通して、様々なことを学ぶことができました。私は防災対策につい
て質問しました。この質問に対して総務課長さんは詳しく丁寧に答弁して下さいました。
直島町を少しでも過ごしやすい環境にするために考え、取り組んで下さっていることが
分かりました。大勢の人がいる中での一般質問は緊張しましたが、町に対する自分の思
いをしっかりと伝えることができて良かったです。
　最後に、教育長さんがおっしゃっていた「人に何かをしてもらう前に、自分に何がで
きるか考える」という言葉が印象に残りました。この貴重な体験を生かし、選挙では自
分の意見をしっかり伝えていきたいです。
　本日は私たちのために貴重な時間をつくって下さりありがとうございました。

　今回は、１日議会体験をさせていただき、ありがとうございました。
　僕は、観光客の自転車マナーについて質問しました。その質問に対して住民福祉課長
さんが、とても分かりやすく答弁をして下さいました。日本での交通マナーと外国での
交通マナーは違うということを述べられていて、確かにそうだなと気づかされました。
他の方も僕たちの考えた質問に対して一つずつ分かりやすく丁寧に答えて下さいました。
　最後に教育長さんが、「国民は国に何かをしてもらうのではなく、国民は国に何がで
きるか考えてほしい」とおっしゃっており、とても深い言葉だと心を打たれました。
　そして、僕も直島町に何ができるかを考え、直島町のために自分のできることは、率
先して行っていきたいと思います。

　先日は、１日議会体験をさせていただき、ありがとうございました。私は、議長と議員
の二つの役職を体験させていただきました。
　議長として心がけたことは、少し間をあけるということです。理由は、再質問や答弁が
ゆっくり考えられるようにするためです。そうしたところに配慮することで、たくさんの
再質問があったので嬉しかったです。
　議員をした時に一番印象に残ったことは、答弁が中学生の私たちにとって分かりやすく、
丁寧だったことです。そのような中での発言はとても緊張しましたが、和やかな雰囲気を
つくり出して下さったので、少し落ち着いて発言することができました。また、そのよう
な場であったからこそ、私も再質問をすれば良かったと、少し後悔しました。
　このような体験を通して、直島町のお金の使い方や、直島町がこれからどう発展してい
くのかという関心が強くなりました。その結果、より直島町のことを知りたいと思うよう
になりました。このように、自分自身が直島町に関心をもてたことを嬉しく思います。そ
して、これからはもっと関心を深め、自分にできることを考えながら行動していきたいです。

髙㟢 日菜子 さん

石田 真斗 君

庭月野 紗帆 さん
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自分にできることを考えることが大事

町がよりよくなるよう日々考えて行動

町のために何ができるのか

　今回は、１日議会体験をさせていただき、ありがとうございました。真剣なご回答を
いただき、誠にうれしく思います。
　私は、今回の議会体験を通して学んだことが二つあります。一つ目は、意見交換には
丁寧な姿勢が必要だということです。どの方も答える前と後に議長の方へ向き、礼をし
たり、簡単に自己紹介をしてから答えたりしていました。答弁では、事前に調べ、具体
的な数値や現状、対策などを詳しく答えて下さったことに感動しました。また、再質問
した場合、最初に答えた方と違う方が答えるときがあることが分かりました。二つ目は、
教育長さんのお話についてです。町の方に改善を求めるたけでなく、自分たちにできる
ことも考えることが大事だと知ることができました。とても貴重な体験をさせていただ
き、本当にありがとうございました。

　今回の１日議会体験では様々なことを学ぶことができました。
　僕は、直島町の医療体制について質問しました。この質問に対して町立診療所事務長
さんは「軽傷が緑、中傷が黄、重傷が赤」など、実際の対応方法を具体的に示して分か
りやすく説明して下さいました。他の課長さんもいろいろな質問に対して事前に答弁を
準備して下さいました。僕たちが知らないだけでいろいろな決まりがあることが分かり
ました。
　たくさんの人がいる中での一般質問はとても緊張しました。そのような中、直島町が
よりよくなるようにしっかりと発言することができたのでよかったです。
　このような貴重な経験ができたことを忘れず、自分もこの直島町がよりよくなるよう
日々考えて行動してきたいです。

　今回は１日議会体験をさせていただき、ありがとうございました。
　今回の議会体験で私は議長をさせていただきました。初めて議長を経験することで、
議長さんがいつも完璧にこなしている仕事の大変さがとてもよく分かりました。
　また、私は町民グラウンドのトイレについて質問しました。今日を迎えるまでに実際
に現場まで足を運んでいただくなど丁寧に答弁して下さいました。また、中学生の私た
ちにも分かりやすく説明していただき、とても嬉しく思いました。
　今回の体験で学んだことを忘れずに、私自身、直島のために何ができるのかを日頃か
ら考えていきたいと思います。
　貴重な体験をさせていただき、本当にありがとうございました。

玉井 果歩 さん

河野 斗海 君

堀口 藍 さん
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今
回
は
、
横
防
に
お
住
ま

い
の
松
㟢
栞
さ
ん
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
時

間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

Q　

ま
ず
、
栞
さ
ん
は
い
つ

頃
直
島
に
来
ら
れ
ま
し
た

か
。
目
的
と
き
っ
か
け
を
。

栞　

初
め
て
の
直
島
は
11
年

前
、
大
学
３
年
の
美
術
部
の

旅
行
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

直
島
の
持
つ
穏
や
か
で
優

し
い
雰
囲
気
と
時
間
の
流
れ

に
魅
了
さ
れ
、
ず
っ
と
住
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
社
会
人
に
な
り
、

25
歳
の
時
、
意
を
決
し
て
移

住
し
て
き
ま
し
た
。

Q　

旦
那
さ
ん
と
の
な
れ
そ

め
は
。

栞　

照
れ
ま
す
ね
。
移
住
し

た
当
初
、
本
村
の
カ
フ
ェ
で

働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

こ
で
出
会
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
く
ら
い
で
…
（
笑
）

古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

２
０
２
５
年
の
国
際
博

覧
会
が
大
阪
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
55

年
ぶ
り
の
開
催
だ
。
前
回

の
大
阪
万
博
は
、
１
９
７

０
年
、
私
が
大
学
を
卒
業

し
大
阪
の
会
社
に
就
職
し

た
年
だ
っ
た
。
社
員
旅
行

で
行
っ
た
の
だ
が
と
て
も

暑
く
、
た
く
さ
ん
の
人
出

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
岡
本
太
郎
の
「
太
陽

の
塔
」
は
今
で
も
心
の
中

で
輝
い
て
い
る
。
お
目
当

て
は
ア
メ
リ
カ
館
で
展
示

さ
れ
た
「
月
の
石
」
だ
。

ア
ポ
ロ
12
号
が
「
嵐
の
大

洋
」
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も

の
だ
。
３
時
間
く
ら
い
並

ん
だ
が
、
た
だ
の
石
だ
っ

た
。

　

孫
と
一
緒
に
行
く
大
阪

万
博
が
楽
し
み
だ
。

�

（
浜
口　

記
）

編
集
後
記

本
が
お
役
に
立
っ
て
よ
か
っ
た
な

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
井
下　

良
雄

委
員
長
　
丸
山　

義
朗

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
山
下　

玲
子

島
古
民
家
シ
ェ
ア
暮
ら
し
」

は
、
海
の
家
、
カ
フ
ェ
コ
ン

ニ
チ
ハ
、
ア
カ
イ
ト
コ
ー

ヒ
ー
さ
ん
で
取
り
扱
い
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
に
売
れ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
も
し
興
味

あ
る
方
は
是
非
（
笑
）

Q　

反
響
は
ど
う
で
す
か
。

東
京
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
に
も

持
っ
て
行
か
れ
た
そ
う
で
す

が
。

栞　
「
本
読
ん
だ
よ
～
！
」

「
島
あ
る
あ
る
な
話
が
た

く
さ
ん
で
面
白
か
っ
た
よ

～！
」
と
の
感
想
は
う
れ
し

Q　

そ
の
頃
、
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
た
り
忙

し
か
っ
た
の
で
は
。

栞　
「
直
島
ア
ゲ
イ
ン
」
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
た

り
、「
ナ
オ
シ
マ
ル
シ
ェ
」

に
雑
貨
や
さ
ん
や
似
顔
絵
や

さ
ん
を
出
店
さ
せ
て
も
ら
っ

た
り
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

Q　

観
光
大
使
の
仕
事
も
大

変
だ
っ
た
の
で
は
。

栞　

い
え
い
え
、
私
は
こ
れ

と
い
っ
て
大
し
た
こ
と
は
し

て
い
な
い
の
で
…
。
し
い
て

言
う
な
ら
、
制
服
が
入
ら
な

く
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

な
い
と
い
け
な
い
く
ら
い
で

す
（
笑
）

Q　

と
こ
ろ
で
最
近
、
本
を

書
か
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
、

ど
れ
く
ら
い
売
れ
て
い
ま
す

か
。

栞　

現
在
２
冊
の
コ
ミ
ッ
ク

エ
ッ
セ
イ
本
を
出
版
し
て
お

り
ま
す
が
、
１
作
目
の
「
直

い
で
す
。
ま
た
、
本
が
き
っ

か
け
で
移
住
し
て
来
て
下
さ

る
方
も
い
て
、
私
の
本
が
お

役
に
立
て
て
い
る
か
と
思
う

と
、
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
に
も
、
本

を
見
て
会
い
に
来
て
下
さ
る

方
も
お
ら
れ
、
移
住
が
き
っ

か
け
で
島
内
や
全
国
に
た
く

さ
ん
の
方
と
縁
が
で
き
、
本

当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

栞
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
観

光
大
使
の
仕
事
や
、
本
の
執

筆
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
今

日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

松㟢　栞
しおり

 さんぜひ読んでね

がんばって執筆中


